

















































































































































北 部 構 内
本 部 構 内西 部 構 内
医学部構内
吉田南構内












































居跡。 炉が中央に存在していたとすれば、 一辺約５ｍとなる。 溝
に囲まれた区画には９個の土坑が検出されており、 そのうちのいく
つかは柱穴に相当する。
現地に埋め戻し保存されており、 北部構内 ・ 農学部総合館北側
にパネルを建ててその位置を示している。 
人頭大の自然石 20 ～ 30 個を円形ないし楕円形に密集させるも































総計は 70 万ｍ３におよぶ。 黄色砂には２ｍを越えるような巨礫も含
まれており、 規模の大きさを知ることができる。






方形周溝墓に供献された広口の壺。 器高 34.5 ㎝、口径 19.0 ㎝、











二重の周濠がめぐる一辺 10 ～ 13ｍの方形墳。 ５世紀末から６世
紀初頭の年代で、 近接した地区に同様な方形墳を他に５基検出し
ており、 未発見の古墳の存在も予想されている。











古代の土器 ・ 陶器 （９世紀後半） 　（北部構内）
器面にわずかに金粉がのこる佐波利製の火舎。 平安時代末の製
品と考えられる。 火舎とともに佐波利製の六器が一点出土しており、
なんらかの密教法会がおこなわれたのだろう。 11 ～ 12 世紀にかけ
て白河地域に展開した、 六勝寺や院御所との関連が注目される。
幅１ｍ弱、 長さ 28ｍの東西溝の西端から集中して出土した９世紀













鉄製の梵鐘を鋳造した 13 世紀前葉の遺構。 鋳造時の原位置を





















慶応４ （１８６８） 年刊の 『改正京町御絵図細見大成』 には本学北部構内
にあたる場所に 「土州屋敷」 （土佐藩屋敷） が描かれている。 １９９２年度の
発掘調査では、 この幕末土佐藩邸の堀や藩邸内の井戸がみつかった。






享保 16 （1731） 年ごろ、 尾形乾山が江戸へ下向したのち、 京
では養子 ・ 尾形猪八が２代乾山を名乗って、 聖護院門前で乾山焼








をもつ土瓶 ・ 茶碗は、 底に 「本」 の銘をもつことから本部で、 「法」
のマークをもつ土瓶は法学部で使用されたことを示している。 これら
は、 地元 ・ 清水焼の窯元による注文生産品である。
